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第
４
回
定
例
会
が
12
月
13
日
・
14
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
報
告
案
件
１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
条
例
案
件
２

件
、
補
正
予
算
案
件
４
件
、
そ
の
他
案
件
１
件
が
提
出
さ
れ
、

議
員
か
ら
発
議
案
件
１
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、選
挙
１
件
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
で
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
ま
し
た

９
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、意
見
を
付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

弁
護
士
相
談
委
託
料
で
す
。

　
（
民
生
費
関
係
）

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
繰
出
金

１
，４
３
６
万
円

　

保
険
基
盤
安
定
制
度
負

担
額
の
確
定
に
よ
る
、
国

民
健
康
保
険
会
計
へ
の
繰

出
金
で
す
。

　
（
商
工
費
関
係
）

香
川
県
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン

ド
等
整
備
事
業

２
０
万
円

　

観
光
施
設
の
整
備
費
で

す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
誘
客

促
進
と
し
て
、
バ
イ
ク
ラ

ッ
ク
等
を
整
備
し
ま
す
。

　
（
教
育
費
関
係
）

せ
い
け
ん
じ
こ
ど
も
園
等

施
設
型
給
付
費
負
担
金

２
，６
０
５
万
円

　
補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
４
号
）

そ
の
主
な
内
容

　
（
総
務
費
関
係
）

衆
議
院
議
員
選
挙
費

１
，６
７
７
万
円

　

10
月
22
日
に
実
施
さ
れ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

実
施
費
用
で
す
。

一
般
会
計
（
第
５
号
）

そ
の
主
な
内
容

　
（
総
務
費
関
係
）

賠
償
金１億

９
，５
０
０
万
円

弁
護
士
相
談
委
託
料

１
，０
４
５
万
円

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た

内
海
中
学
校
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー

ル
事
故
に
係
る
和
解
金
と

　

当
初
見
込
よ
り
も
利
用

者
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
に
対
す
る
負
担
金
で
す

条
例

小
豆
島
町
定
住
促
進
住
宅

条
例

小
豆
島
町
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

選
挙

　

香
川
県
広
域
水
道
企
業

団
議
員
と
し
て
、
谷
康
男

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
の
提
出

　

道
路
整
備
に
係
る
補
助

率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
の
道
路
整
備
に
つ

い
て
、
嵩
上
げ
措
置
を
継

続
す
る
よ
う
に
、
関
係
大

臣
へ
の
意
見
書
を
採
択
し
、

後
日
、
関
係
機
関
へ
提
出

し
ま
し
た
。

定定定例例例会会会
121212月月月審

議
し
た
主
な
議
題

議　

員　

大
川　

新
也　

坂
口　

直
人　

中
松　

和
彦

　
　
　
　

谷　
　

康
男　

柴
田　

初
子　

藤
本　

傳
夫

　
　
　
　

森　
　
　

崇　

安
井　

信
之　

秋
長　

正
幸

　
　
　
　

鍋
谷
真
由
美　

中
村　

勝
利　

浜
口　
　

勇

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
議
員
改
選
が
行
わ
れ
、
４
月
か

ら
は
新
し
い
体
制
と
な
り
ま
す
が
、
私
達
町

議
会
議
員
は
「
町
民
目
線
に
立
っ
た
議
会
の

運
営
」
を
基
本
に
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
、

積
極
的
に
議
会
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
春
の

　
ご
あ
い
さ
つ

新
春
の

　
ご
あ
い
さ
つ小豆島町議会

議長　森 口 久 士

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

坂
元
い
さ
子
氏
と
渡
辺

克
栄
氏
を
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
引
き
続
き
推
薦
す

る
こ
と
に
、
適
任
と
の
意

見
を
付
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
33
年
6
月
30
日
ま

で
で
す
。

追
加
補
正
予
算
額

３
億
３
，２
２
５
万
円

一般会計

委
員
会
活
動
報
告

渡辺　克栄　氏（苗羽）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

平
成
29
年
11
月
13
日
、

11
月
30
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
案
件
に
対
し
て
次
の
よ

う
に
報
告
し
ま
し
た
。

坂元　いさ子　氏（吉野）
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総
括
意
見

未
収
金
対
策
に
つ
い
て

　

徴
収
率
に
つ
い
て
、
概
ね
改
善
し
て
い
る
が
、
一
部

悪
化
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
未
収
金
と
な
っ
て
い
る

原
因
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
滞
納
の
発
生

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ

た
い
。

個
別
意
見

オ
リ
ー
ブ
課

　

食
品
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
等
の
知
識
習
得
・
情
報
収
集
に
努
め
、
生
産
だ
け
で

な
く
製
造
・
販
売
に
つ
い
て
も
支
援
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

住
民
課

　

戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
、
池
田
と
内
海
が
そ
れ
ぞ

れ
で
実
施
し
て
き
た
が
、
年
々
、
参
加
者
が
減
少
し
て

い
る
。
今
後
の
開
催
に
つ
い
て
、
合
同
で
実
施
す
る
等

の
検
討
を
さ
れ
た
い
。

総
務
課

　

公
用
車
の
管
理
に
つ
い
て
、
事
故
の
報
告
を
徹
底
さ

せ
る
等
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
順
守
に
努
め
ら
れ
た
い
。

農
林
水
産
課

　

捕
獲
し
た
鳥
獣
の
処
分
用
地
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た

い
。

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

修
学
資
金
を
受
給
し
て
町
内
に
就
職
し
な
か
っ
た
も

の
に
つ
い
て
、
原
因
を
調
査
し
、
制
度
が
人
材
確
保
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

介
護
保
険
施
設

　

全
室
が
早
期
に
稼
働
で
き
る
よ
う
、
人
材
の
確
保
に

努
め
ら
れ
た
い
。

・
候
補
地
と
し
て
、
池
田

小
学
校
周
辺
と
す
る
こ
と

に
同
意
。

・
周
辺
の
用
地
買
収
も
含

め
検
討
す
る
こ
と
。

・
地
域
住
民
や
保
護
者
に

対
し
説
明
し
、
理
解
さ
れ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

・
本
件
終
結
の
際
に
は
、

住
民
へ
の
説
明
を
行
う
こ

と
。

・
再
発
防
止
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　

10
月
12
日
の
四
国
地
区

町
村
議
会
議
長
会
に
お
い

て
、
安
井
信
之
議
員
が
自

治
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

四
国
地
区

町
村
議
会
議
長
会
表
彰

小
豆
地
域
特
別
支
援
学
校

設
置
に
つ
い
て

内
海
中
学
校
プ
ー
ル
事
故

裁
判
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会

　

10
月
24
日
～
26
日
に
か

一
般
質
問

浜　口　　勇　議員

町
「
国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
て
い
く
」

国
道
・
県
道
の
改
良
工
事
に

積
極
的
取
り
組
み
を

質
問　

福
田
港
か
ら
土
庄

港
ま
で
の
国
道
４
３
６
号

線
は
29
㎞
の
う
ち
、
小
豆

島
町
内
は
25
㎞
で
全
長
の

86
％
を
し
め
て
い
る
。

　

特
に
小
豆
島
中
央
高
校

の
開
校
に
伴
い
双
子
浦
、

入
部
付
近
の
改
良
工
事
は

線
形
も
良
く
、
歩
道
の
あ

る
立
派
な
国
道
へ
と
変
身

し
て
い
る
。

　

し
か
し
池
田
港
か
ら
東

側
で
道
路
に
接
し
て
建
物

の
あ
る
平
木
地
区
は
歩
道

の
な
い
区
間
が
残
っ
て
い

る
。

　

交
通
量
の
多
い
国
道
県

道
は
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感

を
感
じ
る
道
路
改
良
工
事

に
町
を
上
げ
て
取
組
み
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁　

国
道
４
３
６
号
線

は
島
民
の
往
来
と
島
の
観

光
や
産
業
を
支
え
る
主
要

幹
線
道
路
で
、
災
害
時
の

緊
急
輸
送
路
で
あ
り
そ
し

て
県
道
は
国
道
を
補
完
す

る
道
路
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　

県
は
小
豆
島
中
央
高
校

開
校
に
伴
い
入
部
、
双
子

者
道
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
箇
所
が
残
っ
て
い
る
。

　

国
道
４
３
６
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
等
を
通
じ

て
県
へ
働
き
か
け
を
し
、

国
の
予
算
確
保
が
重
要
で

あ
る
の
で
要
望
活
動
に
参

加
し
従
前
に
も
増
し
て

国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
て
い
く
。

平木交差点の様子

浦
地
区
、
赤
坂
地

区
の
自
転
車
歩
行

者
道
の
整
備
工
事

を
重
点
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　

小
豆
島
中
央
病

院
入
り
口
付
近
の

右
折
レ
ー
ン
新

設
、
橘
ト
ン
ネ
ル

開
通
な
ど
着
実
に

整
備
は
進
ん
で
い

る
が
自
転
車
歩
行

け
て
実
施
さ
れ
、
意
見
を

付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。
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一
般
質
問

4

町
「
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

打
開
策
を
見
出
し
て
い
き
た
い
」

町
「
小
豆
島
は

一
つ
と
い
う
形
で
動
い
て
い
る
」

サ
ン
オ
リ
ー
ブ
シ
ー
運
休
、

そ
の
後
は

観
光
産
業
を
確
立
す
る
た
め
の

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
組
み
に
つ
い
て

質
問　

観
光
庁
で
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
の
か
じ
取
り

役
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
官
民

な
ど
の
幅
広
い
連
携
に
よ

っ
て
地
域
観
光
を
積
極
的

に
推
進
す
る
法
人
組
織
）を

位
置
づ
け
て
い
る
が
、
小

豆
島
と
し
て
の
取
組
み
は
。

向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

に
よ
る
外
国
へ
の
発
信
事

業
な
ど
、
様
々
な
観
光
に

関
す
る
場
面
に
お
い
て
、

小
豆
島
は
一
つ
と
い
う
形

で
動
い
て
い
る
。

要
請
、
運
航
会
社
と
の
定

期
的
な
話
し
合
い
、
船
員

確
保
へ
の
情
報
提
供
な
ど

様
々
努
力
を
続
け
て
い
る

こ
と
を
理
解
願
い
た
い
。

　

運
航
会
社
か
ら
は
「
で

質
問　

サ
ン
オ
リ
ー
ブ
シ

ー
が
運
休
し
て
月
日
が
経

つ
が
、
草
壁
港
を
起
点
と

す
る
高
松
へ
の
重
要
な
ル

ー
ト
で
あ
り
、
看
過
で
き

な
い
現
状
だ
。

　

絶
対
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
志

と
行
動
が
必
要
で
あ
る
。

運
休
に
対
す
る
こ
れ
迄
お

よ
び
今
後
の
対
応
は
。

　

ま
た
、
草
壁
港
お
よ
び

周
辺
の
再
整
備
も
必
要
と

考
え
る
が
。

 

答
弁　

こ
の
た
び
の
運
休

は
一
企
業
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
絶
対
に
解
決
す

る
と
い
う
強
い
意
志
と
行

動
が
私
た
ち
に
必
要
だ
。

　

四
国
運
輸
局
や
県
交
通

政
策
課
と
の
面
談
・
指
導

　

今
後
の
国
道
改
良
事
業

の
際
に
は
、
バ
ス
停
等
も

利
便
性
が
良
く
明
る
い
イ

メ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
考
慮

し
た
い
。

答
弁　

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
香
川
県
観
光
協
会
と
連

携
を
と
り
、
小
豆
島
観
光

協
会
が
か
じ
取
り
役
と
な

り
観
光
推
進
を
行
っ
て
い

る
。

　

東
京
、
大
阪
で
の
観
光

商
談
会
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

町
「
長
期
的
な
視
野
を
も
っ
て
推
進
し
て
い
く
」

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
子
供
の
運
動
能
力
の
向
上
に
つ
い
て

質
問　

子
供
達
が
頑
張
る

姿
は
、
地
域
を
元
気
に
し

て
活
性
化
す
る
。
専
門
的

知
識
を
も
つ
指
導
者
に
よ

る
指
導
や
指
導
者
育
成
、

町
を
超
え
た
取
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

　

子
供
の
運
動
能
力
の
向

上
や
健
全
育
成
を
図
る
た

め
の
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
推
進
の
取
組
み
は
。

島
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
な
ど
、

町
の
枠
を
超
え
た
取
組
み

を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
後
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ

の
専
門
知
識
を
持
つ
指
導

者
と
つ
な
が
り
、
長
期
的

な
視
野
を
も
っ
て
推
進
し

て
い
く
。

答
弁　

子
供
の
運
動
能
力

の
向
上
は
、
地
域
で
子
供

を
育
て
る
観
点
か
ら
も
、

地
域
や
行
政
が
連
携
し
て

取
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

郡
内
の
幼
児
や
小
学
低

学
年
を
対
象
に
基
礎
運
動

能
力
の
向
上
を
目
的
に
し

た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
運
動
教
室
、

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導

者
た
ち
で
運
営
す
る
小
豆

坂口　直人　議員

中松　和彦　議員

き
る
限
り
早
い

時
期
に
再
開
さ

せ
た
い
」
と
の

意
向
を
聞
い
て

い
る
が
、
今
後

と
も
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に

し
打
開
策
を
見

出
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
港
は

町
の
顔
で
も
あ

り
、
公
共
交
通

や
道
路
と
の
ア

ク
セ
ス
が
重
要

で
あ
る
。

運航再開が待たれる高速艇
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中村　勝利　議員

森　　　崇　議員

町
「
仕
事
と
家
庭
生
活
を
両
立
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
る
」

町
「
商
工
業
振
興
協
議
会
で

計
画
し
て
い
る
」

介
護
福
祉
士
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

待
遇
は
良
く
な
る
の
か

小
豆
島
の
産
業
・
商
業
・
観
光
の

実
態
と
強
化
に
つ
い
て

質
問　

９
月
議
会
に
お
い

て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
待

遇
改
善
を
お
願
い
し
た
。

　

町
長
は
「
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
、
そ
の
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
分
析
し
、
必

要
な
人
員
の
確
保
、
待
遇

の
充
実
に
努
め
る
」
と
答

弁
し
た
。

　

来
年
度
の
予
算
編
成
の

中
で
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
待
遇
改
善

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。 

答
弁　

訪
問
介
護
に
お
い

て
は
、ス
タ
ッ
フ
の
育
成
、

確
保
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

可
能
な
限
り
働
き
続
け

て
も
ら
え
る
よ
う
、
訪
問

介
護
に
携
わ
る
職
員
の
意

質
問　

島
に
４
０
０
軒
あ

っ
た
醤
油
会
社
が
今
、
20

軒
と
聞
く
。
ま
た
大
型
店

舗
の
自
由
化
で
地
元
商
店

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
だ
。

　

商
工
会
の
「
ま
ご
の
手
」

に
関
し
て
町
の
呼
び
か
け

が
弱
い
。
観
光
の
強
化
は

職
場
確
保
に
も
つ
な
が
る
。

見
を
反
映
し
た
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
資
質
向
上
、
働

く
意
欲
の
向
上
の
た
め
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
取
り
組
む
職
員

に
対
し
、
手
当
を
考
え
て

紅
雲
亭
行
き
冬
の
運
行
や

田
浦
線
の
増
便
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
も
必
要
だ
が
。 

答
弁　

醤
油
、佃
煮
、ソ
ー

メ
ン
な
ど
基
幹
産
業
は
守

り
た
い
。
商
工
業
振
興
協

議
会
で
計
画
し
て
い
る
。

　

昭
和
63
年
に
比
べ
平
成

い
る
。
ま
た
、

介
護
や
子
育
て

な
ど
で
退
職
し

な
く
て
も
済
む

よ
う
、
仕
事
と

家
庭
生
活
を
両

立
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

　

来
年
度
は
登

録
ヘ
ル
パ
ー
を

増
員
し
、
急
な

利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と

と
も
に
、
職
員
が
休
暇
を

取
り
や
す
い
体
制
を
整
え

た
い
と
考
え
て
い
る
。

24
年
は
55
％
減
の
店
舗
数

に
な
っ
た
。
町
広
報
は
改

善
す
る
。
路
線
バ
ス
は
町

と
バ
ス
会
社
・
観
光
関
係

の
３
者
が
一
体
と
な
り
通

年
運
行
の
取
組
を
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は

多
額
の
費
用
が
必
要
で
現

実
的
で
な
い
と
考
え
る
。

訪問入浴介護の準備の様子

町
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
だ
」

瀬
戸
内
海
の
汚
れ
の
原
因
は
何
か

質
問　

あ
る
漁
師
さ
ん
か

ら
「
寒
ボ
ラ
」
が
獲
れ
な

く
な
っ
た
と
言
わ
れ
た
。

　

海
は
き
れ
い
に
な
っ
た

が
日
方
の
貝
掘
は
な
く
な

っ
た
。「
海
は
山
の
恋
人
」

と
も
言
う
が
、
原
因
は
何

か
。

答
弁　

一
時
は
「
瀕
死
の

海
」
と
も
言
わ
れ
た
が
特

別
措
置
法
の
水
質
規
制
で

海
も
き
れ
い
に
な
っ
た
が

漁
獲
量
の
激
減
も
あ
り
高

知
大
学
な
ど
と
連
携
し
て

里
海
再
生
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
干
潟
面
積
の
減
少
・

栄
養
塩
の
不
足
は
海
藻
や

魚
も
減
少
す
る
。
こ
れ
ら

は
町
だ
け
で
は
出
来
な
い
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
だ
。
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問　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

出
産
育
児
相
談
所｢

ネ
ウ

ボ
ラ
」
を
モ
デ
ル
に
し
た

１
つ
の
窓
口
で
妊
娠
か
ら

育
児
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
）
を
行
う
体
制
作

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で

①
子
育
て
に
関
し
た
手
続

　

き
や
相
談
な
ど
が
１
ヶ

　

所
で
で
き
な
い
か
。

②
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

予
定
は
。

③
子
育
て
し
や
す
い
町
づ

　

く
り
と
は
。

④
今
後
の
産
後
ケ
ア
に
つ

　

い
て
は
。

答
弁　

❶
来
年
５
月
に
庁
舎
が
１

　

ヶ
所
に
集
約
す
る
の
で
、

　

最
初
に
受
付
し
た
窓
口

　

に
担
当
職
員
が
出
向
き

　

対
応
す
る
。

❷
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

に
つ
い
て
は
、
現
在
は

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課
と

　

子
育
ち
共
育
課
が
役
割

　

分
担
を
し
つ
つ
必
要
な

　

情
報
を
共
有
し
て
支
援

　

を
行
っ
て
い
る
。
今
後

　

も
支
援
の
切
れ
目
が
生

　

じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、

　

種
々
の
計
画
を
策
定
し

　

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

　

り
組
み
を
実
践
す
る
こ

　

と
が
、
安
心
し
て
暮
ら

　

せ
る
子
育
て
し
や
す
い

　

町
づ
く
り
だ
と
考
え
て

　

い
る
。

❹
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、

　

土
庄
町
・
小
豆
島
中
央

　

病
院
と
連
携
し
て
打
ち

　

合
わ
せ
を
し
て
い
る
と

　

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
実

　

施
に
向
け
て
取
り
組
ん

　

で
い
く
。

町
「
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
運
営
方
法
を
検
討
す
る
」

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

質
問　

町
長
就
任
か
ら
２

期
８
年
が
来
る
が
、
就
任

以
来
、
小
豆
島
は
日
本
の

縮
図
で
宝
物
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
島
で
あ
る
と
言
っ
て

き
た
。
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
る
島
を
目
指
し
て
町
の

か
じ
取
り
を
担
っ
て
き
た
。

　

福
祉
、
医
療
、
教
育
、

観
光
、
産
業
の
発
展
に
力

を
い
れ
、
移
住
者
も
増
え

元
気
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
２
期
８
年
を
振
り

返
っ
て
の
想
い
は
ど
う
か
、

ま
た
３
期
目
へ
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
の
か
。

答
弁　

私
は
８
年
前
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
、
今
ま
で
の
知

識
と
経
験
を
い
か
し
て
島

を
元
気
に
し
た
い
と
の
思

い
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
に
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
を
見
て
ヒ
ン

ト
を
得
た
。
人
口
が
激
減

し
て
い
る
の
が
瀬
戸
芸
を

き
っ
か
け
に
移
住
者
が
増

え
、
将
来
ゆ
る
や
か
な
人

口
減
に
お
い
て
、
小
豆
島

は
何
と
か
生
き
残
れ
る
実

感
を
得
た
。

　

次
に
小
豆
島
中
央
病
院

の
開
院
、
い
ろ
ん
な
課
題

も
あ
る
が
島
の
未
来
を
担

う
こ
と
が
で
き
医
療
が
一

つ
に
な
る
こ
と
で
、
地
域

包
括
ケ
ア
、
高
齢
者
、
児

童
、
障
害
者
福
祉
の
取
り

組
み
も
で
き
る
。

　

他
に
高
校
の
統
合
、
ジ

ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
の
就
航
、

オ
リ
ー
ブ
バ
ス
の
運
賃
改

正
、
路
線
の
見
直
し
で
成

功
し
た
。

　

３
期
目
の
挑
戦
は
、
家

族
と
最
終
相
談
の
結
果
、

３
期
目
の
４
年
間
町
長
の

重
い
責
任
を
全
う
す
る
の

は
し
ん
ど
い
と
感
じ
て
い

る
。
私
の
人
生
の
最
後
は

家
族
の
た
め
に
つ
く
し
た

い
。

　

小
豆
島
フ
ァ
ン
と
し
て

島
が
元
気
に
な
れ
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
た
い
。

町
「
人
生
の
最
後
は
家
族
の
た
め
に
つ
く
し
た
い
」

次
回
の
町
長
選
挙
の
出
馬
は

秋長　正幸　議員

柴田　初子　議員

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

の
設
置
、
運
営

　

方
法
を
検
討
す

　

る
。

❸
健
康
づ
く
り
・

　

子
育
ち
・
人
づ

　

く
り
・
産
業
づ

　

く
り
な
ど
の
大

　

き
な
柱
の
も
と
、

瀬戸芸2010作品「小豆島の家」
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医
療
系
の
人
材
確

保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

公
営
、
民
営
の
施
設
が
計

画
的
に
設
置
で
き
な
か
っ

た
の
が
一
つ
の
要
因
だ
が
。

答
弁　

小
豆
島
の
医
療
の

危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
、
小
豆
島
中
央
病
院
の

建
設
が
始
ま
り
、
高
齢
社

会
に
対
応
す
る
た
め
に
、

民
間
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
小
規
模
多
機
能
型
施

設
な
ど
の
整
備
に
取
り
組

ん
だ
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
今
小
豆
島

の
医
療
、
福
祉
の
基
盤
は
、

ほ
ぼ
整
っ
た
。
次
の
課
題

は
、
こ
れ
ら
施
設
の
機
能

強
化
、
連
携
、
役
割
分
担

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
何
よ
り
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
が
欠
か
せ
な

い
。

　

指
摘
の
よ
う
に
、
民
間

と
公
的
分
野
の
連
携
と
い

う
の
が
非
常
に
重
要
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
島
を
挙
げ

て
取
り
組
め
る
よ
う
な
チ

ー
ム
を
、
で
き
れ
ば
来
年

度
小
豆
島
中
央
病
院
の
地

域
包
括
ケ
ア
、
多
職
種
の

連
携
会
議
の
中
に
設
け
る

よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

町
「
チ
ー
ム
を
設
け
る
よ
う

考
え
て
い
き
た
い
」

医
療
系
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

や
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
高

め
る
可
能
性
の
あ
る
先
駆

的
な
取
り
組
み
と
し
て
積

極
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
を

高
め
る
可
能
性
の
あ
る
マ

イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
、
運
用
協
議
会

へ
の
参
加
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。 

答
弁　

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
構
想
と
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
マ

イ
キ
ー
部
分
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
と
公

的
個
人
認
証
の
部
分
を
、

国
や
地
方
自
治
体
と
い
っ

た
公
的
機
関
だ
け
で
な
く
、

民
間
で
も
活
用
で
き
る
も

の
を
活
用
し
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
公
共
施

設
や
商
店
街
な
ど
に
係
る

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
共

通
の
手
段
で
あ
る
。

　

共
通
情
報
基
盤
と
し
て

利
用
し
、
行
政
の
効
率
化

町「
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

運
用
協
議
会
の
参
加
に
つ
い
てマイナンバーカード（見本）

安井　信之　議員

質
問　

民
間
の
施
設
整
備

に
対
す
る
町
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
あ
る
程
度
検
証

し
た
後
、
開
発
な
り
譲
渡

を
決
め
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

株
式
会
社
レ
ク
ザ

ム
へ
の
三
都
小
学
校
跡
地

売
却
の
件
は
、
雇
用
の
場

を
守
る
た
め
の
決
断
で
あ

っ
た
が
、
地
盤
調
査
の
結

果
、
工
場
に
転
換
す
る
た

め
の
施
設
整
備
を
企
業
側

が
見
合
わ
せ
て
い
る
。
し

か
し
有
効
活
用
を
目
指
し

て
幅
広
い
視
野
で
検
討
中

だ
。

　

指
摘
の
と
お
り
、
企
業

を
誘
致
し
雇
用
の
場
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
お
互

い
の
信
頼
関
係
が
必
要
で

あ
る
。

　

坂
手
の
水
族
館
に
つ
い

て
は
、
確
か
に
反
省
す
べ

き
点
が
多
々
あ
っ
た
。
失

敗
例
を
よ
く
反
省
し
、
レ

ビ
ュ
ー
し
、
そ
う
い
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
今
後
と

も
議
会
の
意
見
も
よ
く
聞

い
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町
「
議
会
の
意
見
も
よ
く
聞
い
て

対
応
し
て
い
き
た
い
」

民
間
の
施
設
整
備
に
対
す
る

町
の
対
応
に
つ
い
て三都小学校跡地
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町
「
設
定
を
機
に
道
路
整
備
も

積
極
的
に
要
望
す
る
」

サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
呼
び
込
め
と
は

質
問　

９
月
県
議
会
経
済

委
員
会
で
今
年
度
小
豆
島

を
周
回
す
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
モ
デ
ル
ル
ー
ト
に
設

定
す
る
と
の
方
針
を
あ
き

ら
か
に
し
た
。「
コ
ー
ス
に

休
憩
所
や
標
識
を
整
備
す

る
ほ
か
、
周
辺
整
備
な
ど

の
情
報
を
多
言
語
化
で
発

信
、
国
内
外
か
ら
の
サ
イ

ク
リ
ス
ト
を
呼
び
込
む
」

と
の
事
だ
。

　

し
か
し
、
国
道
拡
幅
工

事
は
未
完
成
、
県
道
整
備

も
不
十
分
な
現
状
で
、
こ

の
コ
ー
ス
設
定
は
無
理
で

は
な
い
か
。

町
長
の
考
え
は
。

①
両
町
は
コ
ー
ス
設
定
に

　

同
意
し
て
い
る
の
か
。

　

県
か
ら
の
打
診
は
い
つ
。

②
歩
道
と
車
道
の
間
に
サ

　

イ
ク
ル
レ
ー
ン
設
置
構

　

想
は
あ
る
の
か
。

③
島
民
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意

　

見
は
聞
い
て
い
る
の
か
。

④
道
路
整
備
を
最
優
先
に

　

行
う
べ
き
だ
。
自
転
車
、

　

二
輪
車
が
十
分
に
走
行

　

で
き
る
整
備
後
に
設
置

　

す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁　

県
か
ら
の
提
案
を

議
会
に
報
告
、
相
談
を
し

な
か
っ
た
こ
と
は
お
詫
び

す
る
。
土
庄
町
と
協
議
し
、

誘
客
に
向
け
た
新
た
な
島

の
観
光
ツ
ー
ル
と
し
て
期

待
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。

❶
本
年
５
月
に
県
よ
り
募

　

集
が
あ
り
、
２
町
商
工

　

観
光
課
で
検
討
・
同
意
。

　

コ
ー
ス
設
定
し
応
募
。

❷
レ
ー
ン
設
置
に
関
し
て

　

は
、
非
常
に
難
し
く
、

　

今
後
拡
幅
工
事
に
合
わ

　

せ
て
路
肩
を
広
く
す
る

　

な
ど
工
夫
を
進
め
る
。

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

街
路
灯
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

　

維
持
管
理
、
経
費
の
問

題
で
今
回
見
直
す
と
の
報

告
は
商
工
会
か
ら
受
け
て

い
る
。
指
摘
の
通
り
防
犯

面
等
で
大
き
な
問
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
各
課

に
商
工
会
と
十
分
対
応
策

を
検
討
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
。
存
続
に
向
け
来

年
度
予
算
で
何
ら
か
の
対

応
を
し
た
い
。

質
問　

今
年
商
工
会
は
国

道
・
県
道
の
水
銀
灯
の
存

続
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ン
サ

ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
今
後
維

持
で
き
な
い
と
の
声
が
多

く
11
月
か
ら
75
％
が
消
灯

さ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て

こ
の
事
態
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
、
ま
た
防
犯
面
か
ら

も
何
か
対
応
で
き
な
い
か
。

答
弁　

安
心
・
安
全
の
ま

大川　新也　議員

❸
バ
ス
な
ど
の
運
行
業
者

　

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
立
場

　

と
し
て
意
見
聴
取
の
み
。

❹
道
路
整
備
に
つ
い
て
は

　

逆
に
コ
ー
ス
設
定
を
機

　

に
県
へ
強
く
要
望
し
て

　

い
く
。

町
「
街
路
灯
は
必
要
不
可
欠
、

対
応
す
る
」

水
銀
灯
・
街
路
灯
の
存
続
は

で
あ
る
。
今
年
度
は
約
６
，

５
０
０
万
円
の
赤
字
が
見

込
ま
れ
る
。

　

今
後
、
入
所
待
機
者
の

解
消
と
経
営
改
善
の
た
め
、

６
階
を
運
営
で
き
る
よ
う

職
員
の
確
保
に
全
力
を
尽

く
す
考
え
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
施
設
が
年
間

を
通
し
て
フ
ル
稼
働
と
な

れ
ば
、
実
質
収
支
は
ほ
ぼ

均
衡
す
る
も
の
と
考
え
る
。

質
問　

６
月
よ
り
開
始
し

た
旧
内
海
病
院
跡
の
３
階

か
ら
上
の
介
護
保
険
施
設

が
開
始
よ
り
６
カ
月
経
ち
、

収
支
状
況
が
当
初
予
定
と

か
な
り
の
相
違
が
出
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
詳

細
を
再
度
確
認
し
た
い
。

答
弁　

各
施
設
の
利
用
状

況
は
老
健
施
設
が
定
員
28

名
に
対
し
、
26
名
稼
働
率

町
「
入
所
待
機
者
解
消
と

職
員
確
保
に
全
力
を
尽
く
す
」

介
護
保
険
施
設
の
現
状
は

開設された介護保険施設

92
％
。
特
養
は
定
員

60
名
に
対
し
、
職
員

確
保
が
で
き
て
い
な

い
た
め
、
６
階
部
分

20
名
が
受
け
入
れ
ら

れ
ず
稼
働
率
66
％
で

あ
る
。

　

収
支
で
は
６
階
閉

鎖
中
の
た
め
１
月
あ

た
り
約
６
０
０
万
円

の
収
入
が
な
い
状
況
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質
問　

国
保
は
、
歴
史
的

に
も
法
的
に
も
「
社
会
保

障
及
び
国
民
保
険
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」
社
会
保
障
制
度
で

あ
り
、
４
月
か
ら
都
道
府

県
化
が
さ
れ
て
も
値
上
げ

は
行
わ
ず
、
誰
も
が
払
え

る
保
険
税
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

　

低
所
得
者
の
多
い
加
入

者
に
負
担
を
増
や
す
の
で

は
な
く
、
国
に
国
庫
負
担

増
額
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。 

鍋谷真由美　議員

質
問　

核
兵
器
の
使
用
や

保
有
な
ど
を
法
的
に
禁
止

す
る
核
兵
器
廃
止
条
約
が
、

７
月
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵
器
廃
絶
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
ア
イ

キ
ャ
ン
）
が
選
ば
れ
る
な

ど
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

て
の
大
き
な
一
歩
が
踏
み

出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
・
日

　

「
平
和
の
ま
ち
小
豆
島

町
宣
言
」
を
行
い
、
平
和

首
長
会
議
参
加
町
と
し
て
、

　
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

を
広
く
町
民
に
知
ら
せ
る

活
動
や
原
爆
写
真
展
の
実

施
な
ど
の
取
り
組
み
を
求

め
る
が
い
か
が
か
。

答
弁　

核
兵
器
廃
絶
へ
の

取
り
組
み
は
、
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と

考
え
て
い
る
。
各
団
体
が

行
う
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え

た
行
事
な
ど
を
開
催
す
る

場
合
に
は
後
援
と
で
き
る

限
り
の
支
援
を
し
た
い
。

町
の
取
り
組
み
も
検
討
す

る
。

答
弁　

被
保
険
者
数
の
減

少
や
医
療
費
の
増
減
等
に

よ
り
常
に
財
政
状
況
が
不

安
定
な
状
態
に
あ
り
、
そ

の
結
果
赤
字
決
算
が
続
い

て
い
る
。
11
月
末
に
県
か

ら
示
さ
れ
た
仮
算
定
の
結

果
、
１
人
当
た
り
の
平
均

保
険
料
額
が
現
行
に
比
べ
、

約
１
万
７
，４
０
０
円
増
と

な
っ
て
い
る
。
国
保
運
営

協
議
会
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
で
の
議
論
の
結
果

に
基
づ
き
２
月
に
条
例
改

正
を
提
案
す
る
。

町
「
積
極
的
に
取
り
組
む

課
題
で
あ
り
検
討
す
る
」

核
兵
器
廃
絶
の
取
組
に
つ
い
て

町
「
国
保
運
営
協
議
会
な
ど
の

議
論
に
基
づ
き
２
月
に
提
案
す
る
」

国
保
税
の
引
き
上
げ
は
や
め
よ

質
問　

16
歳
以
上
の
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

が
、
県
下
で
は
本
町
と
土

庄
町
だ
け
が
償
還
払
い
と

な
っ
て
い
る
。
早
期
に
窓

口
無
料
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　

窓
口
無
料
化
は
障

害
者
の
支
援
の
面
か
ら
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
影
響
等
を
精
査
し
、

土
庄
町
と
協
議
を
進
め
、

他
市
町
と
同
じ
に
な
る
よ

う
努
め
る
。

町
「
検
討
協
議
を
前
向
き
に
進
め
た
い
」

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の

窓
口
無
料
化
を

質
問　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

や
ヒ
ア
リ
な
ど
日
本
固
有

の
自
然
や
人
の
生
活
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
植
物

や
危
険
な
生
物
な
ど
の
外

来
生
物
の
侵
入
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

　

町
内
で
も
、
す
で
に
ヌ

ー
ト
リ
ア
の
被
害
も
多
く
、

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
は
各
地
に
広

る
。
そ
の
他
の
特
定
外
来

種
は
、
香
川
県
が
分
布
調

査
を
行
う
段
階
に
あ
り
、

調
査
結
果
を
分
析
・
評
価

し
た
上
で
、
防
除
を
含
め

た
対
策
を
検
討
す
る
と
聞

い
て
お
り
、
特
に
大
き
な

影
響
が
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
個
別
の
種
を
対
象

に
調
査
・
防
除
に
関
す
る

検
討
を
行
い
た
い
。

町
「
１
０
０
頭
を
超
え防除

し
て
い
る
」

ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
の

外
来
生
物
対
策
を

が
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
特
定
外
来

生
物
の
対
策
は
。

答
弁　

農
業
被
害

の
観
点
か
ら
ヌ
ー

ト
リ
ア
は
箱
わ
な

27
基
に
よ
る
捕
獲

活
動
を
継
続
し
、

こ
れ
ま
で
百
頭
を

超
え
防
除
し
て
い

捕獲されたヌートリア

キャンペーンのチラシ

本
の
政
府
が
こ
れ

に
背
を
向
け
て
い

る
。
政
府
が
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署

名
批
准
し
、
国
際

的
な
責
務
を
果
た

さ
せ
る
取
り
組
み
、

運
動
が
必
要
。
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研
修
事
項
①

　
『
議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
導
入
に
つ
い

て
』

　

寒
川
町
で
は
、
議
会
改

革
推
進
委
員
会
に
て
、
議

会
改
革
を
計
画
的
・
効
率

的
に
推
進
す
る
た
め
、
検

討
項
目
別
に
検
討
部
会
を

設
置
し
た
。

　

電
子
端
末
の
検
討
理
由

と
し
て
、
資
料
で
年
間
約

10
万
枚
の
用
紙
を
使
用
し

て
い
る
、
資
料
の
整
理
が

し
や
す
い
、
保
管
場
所
や

廃
棄
処
理
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
り
た
い
、
職
員
の
資

料
の
差
替
え
が
容
易
に
な

る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ

た
。

　

パ
ソ
コ
ン
と
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
比
較
し
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
で
簡
単
に
操
作
で
き

る
等
の
理
由
に
よ
り
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
選
択
し
た
。

　

維
持
管
理
コ
ス
ト
や
災

害
リ
ス
ク
の
面
か
ら
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
採
用
、

コ
ス
ト
の
削
減
の
た
め
印

刷
を
行
わ
な
い
等
の
条
件

と
し
た
。
導
入
に
よ
り
年

間
92
万
円
の
削
減
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

説
明
を
受
け
、
質
疑
応

答
の
後
、
実
際
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
体
験
し
た
。

<

研
修
を
終
え
て>

　

Ｉ
Ｔ
化
の
波
（
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
）
に
乗
る
も
の
で

あ
り
、
議
員
と
し
て
議
会

活
動
や
政
務
活
動
に
は
有

効
な
手
段
で
あ
り
、
資
料

を
持
ち
歩
く
こ
と
な
く
タ

ブ
レ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
せ

る
の
は
、
住
民
か
ら
の
質

問
や
問
い
合
わ
せ
に
対
し

て
即
答
が
で
き
、
議
員
自

身
に
お
い
て
も
資
料
の
整

理
が
た
や
す
く
な
る
と
考

え
る
。

　

ま
た
、
行
政
職
員
が
行

う
会
議
資
料
の
作
成
や
配

布
、
訂
正
等
の
時
間
と
手

間
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

印
刷
経
費
の
削
減
以
上
に

職
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と
思

わ
れ
る
。

　

高
齢
の
議
員
の
中
に
は
、

導
入
を
躊
躇
す
る
意
見
も

出
さ
れ
る
が
、
寒
川
町
に

お
い
て
も
最
高
齢
の
議
員

も
使
っ
て
い
た
と
の
こ
と

で
、
当
町
議
会
に
お
い
て

も
導
入
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。

研
修
事
項
②

　
『
オ
リ
ー
ブ
栽
培
に
つ
い

て
』

　

「
健
康
長
寿
の
里
、
二

宮
に
オ
リ
ー
ブ
は
相
応
し

い
、
農
業
再
生
と
し
て
も

期
待
で
き
る
」
と
の
観
点

か
ら
、
平
成
24
年
を
オ
リ

ー
ブ
元
年
と
位
置
づ
け
、

現
在
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
マ
ン

ザ
ニ
ロ
な
ど
７
品
種
60
本

を
定
植
し
、
順
調
に
生
育

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

平
成
37
年
ま
で
に
10　

、

平
成
40
年
に
は
50
ｔ
の
収

穫
を
目
標
に
し
て
お
り
、

産
官
学
連
携
で
公
共
施
設
、

小
学
校
へ
の
配
布
を
含
め
、

町
民
全
体
に
も
収
穫
す
る

喜
び
を
体
験
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
い
、「
湘

南
オ
リ
ー
ブ
」
と
し
て
ま

ち
お
こ
し
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
い
う
説
明
が
あ

っ
た
。

<

研
修
を
終
え
て>

　

小
豆
島
町
の
議
員
か
ら

は
「
年
間
雨
量
や
排
水
対

策
、
陽
当
た
り
や
剪
定
な

ど
が
大
切
」、
ま
た
、「
湘

南
オ
リ
ー
ブ
と
い
う
呼
び

名
が
素
敵
だ
。
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。」
と
い
う
激
励
が

あ
っ
た
。

　

改
め
て
「
オ
リ
ー
ブ
の

島
・
小
豆
島
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
先

人
た
ち
の
多
く
の
苦
労
が

あ
れ
ば
こ
そ
だ
と
痛
感
す

る
と
と
も
に
こ
の
素
晴
ら

し
い
オ
リ
ー
ブ
と
い
う
財

産
を
守
り
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
と
感
じ
た
。
良
い

視
察
研
修
と
な
っ
た
。

分
析
評
価
で
き
て
い
な
い
。

建
物
や
土
地
等
の
資
産
の

ス
ト
ッ
ク
状
況
が
分
か
ら

な
い
。
未
収
金
等
に
対
す

る
未
納
リ
ス
ク
が
み
え
な

い
等
の
問
題
が
あ
る
。

　

新
公
会
計
制
度
は
現
行

の
現
金
主
義
会
計
で
あ
る

官
庁
会
計
の
仕
組
み
に
複

式
簿
記
、
発
生
主
義
の
考

え
方
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。

<

研
修
を
終
え
て>

　

新
公
会
計
制
度
を
作
成

し
て
も
そ
れ
自
体
が
意
味

を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。

で
き
た
資
料
を
、
課
別
事

業
別
評
価
シ
ー
ト
を
作
成

す
る
こ
と
で
、
事
業
の
成

果
と
行
政
コ
ス
ト
の
関
係
、

人
員
と
人
件
費
、
資
産
状

況
、
前
年
度
の
課
題
と
取

組
み
結
果
、
成
果
と
財
務

情
報
と
の
分
析
に
よ
る
事

業
の
検
証
と
課
題
設
定
等

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
公
会
計
制
度
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
新

年
度
の
予
算
、
決
算
で
の

問
題
点
を
洗
い
出
し
、
小

豆
島
町
の
行
財
政
の
運
営

を
よ
り
一
層
適
切
な
も
の

に
し
て
い
き
た
い
。

神
奈
川
県
寒
川
町

　

総
務
建
設
・
教
育
民
生
の
２
常
任
委
員
会
は
、
平
成

29
年
11
月
７
日
～
９
日
に
か
け
て
、
合
同
で
神
奈
川
県

寒
川
町
・
二
宮
町
、
東
京
都
町
田
市
で
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
寄
贈
頂
い
た
松
山
善
三
・
高
峰
秀

子
夫
妻
の
建
物
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
研
修
報
告

ha

神
奈
川
県
二
宮
町

東
京
都
町
田
市

研
修
事
項
③

　
『
新
公
会
計
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
』

　

国
は
地
方
自
治
体
に
平

成
29
年
度
末
ま
で
に
新
公

会
計
制
度
の
導
入
を
決
定

し
て
い
る
。

　

従
来
の
会
計
制
度
で
の

問
題
点
と
し
て
、
財
政
状

態
や
経
営
成
績
を
正
確
に
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小豆島町中学生議会

「町長・教育長に質問！」「町長・教育長に質問！」
　10月２日、小豆島中学校の生徒12人
による、中学生議会が開かれ、町政に
対する質問を行いました。

質問　病院等の人手
が足りていないよう
に感じた。十分な医
療や介護を提供するためにどのよ
うな取組をしているのか。
答弁　人材の確保は喫緊の課題で
ある。町では奨学金制度を設けて
おり、また両町で研修会を開催し
て人材確保に努めている。

三
み や け

宅　　颯
そよか

　議員

質問　サンオリーブ
シーが運休となり、
島外の高校へ行く手
段が狭まった。今後
どのように対応して行くのか。
答弁　高速艇に関しては一日でも
早く運行再開に向けて頑張ってい
く。進学先としては素晴らしい目
標を掲げている小豆島中央高校で
学んでいただきたいと願っている。

城
しろ

　　千
ち な つ

夏　議員
質問　町では老人介
護についてどのよう
な対策をおこなって
いるのか。
答弁　施設サービス、ホームヘル
プサービス等を提供している。ま
た、介護予防等の取組みを充実さ
せ、元気に暮らせるまちづくりに
取組んでいる。

村
む ら た

田ともみ　議員

質問　小豆島に生息
しているイノシシの
数と、一年間の捕獲
数を教えてほしい。
答弁　生息数に関しては正確な数
値は分かっていない。平成28年度
中に小豆島町で1,144頭、土庄町
で543頭が捕獲された。

田
た む ら

村　海
か い ほ

帆　議員

質問　少子高齢化や
過疎化が進むと、さ
らに空き家が増える
と想像されるが、その対策は。
答弁　空き家バンク制度をつくり、
移住者への住まいとしての活用を
行っている。リフォーム制度も設
けている。

藤
ふ じ た

田　宗
そ う た

太　議員

質問　高校の取り壊
しや中学校の建設に
どのぐらいの費用が
掛かるのか。またその費用はどこ
が支出するのか。
答弁　合計で21億円であるが、国
からの補助金が約15億円、町の負
担額が約６億円と考えている。

三
み

木
き

菜
な

々
な

子
こ

　議員

質問　北朝鮮のミサ
イルや核実験の話題
がテレビで報じられ、
小豆島がその影響を
受けるか心配である。もしもの場
合の対応はあるのか。
答弁　Ｊアラートによる緊急速報
が配信されるので、その時は建物
の中へ退避するよう心掛けてくだ
さい。

坂
さ か た

田　継
け い と

人　議員
質問　小豆島町で予
想される自然災害を
教えてほしい。また、
被害を最小限に抑えるためにどの
ようにしたらよいのか。
答弁　台風や、大地震による災害
が想定される。防災訓練への参加
や、いざという時については家族
と話し合ってほしい。

新
しんかわ

川　武
た け る

尊　議員

質問　小豆島に帰島
するにあたり、働く
場や出会いの少なさ
で不安がある。Ｕターン、Ｉター
ンを増やす取組について教えてほ
しい。
答弁　商工業振興計画を作成して
いる。それに沿って働く場や交流
する場をつくって、Ｕターン、Ｉタ
ーンする人を増やしていきたい。

壷
つ ぼ い

井　涼
りょうへい

平　議員
質問　時期や時間帯
によってバスの乗客
が多くなると乗り切
れない人も出ている
ので、状況調査を行い増便するこ
とは出来ないのか。
答弁　予備車両を準備しており、
乗り切れない人が出ないよう対応
している。また、乗降客の調査も
実施し、ダイヤ変更の参考にして
いる。

長
ながまち

町友
と

百
も

子
こ

　議員

質問　外国の方が小
豆島に来て、不安な
く快適に観光が出来
る取り組みを行っているのか。
答弁　多言語版のパンフレットや
標識の設置、ウェルカムサポーター
によるガイドサービスを行ってお
り、今後も整備を進めていきたい。

佐
さ え き

伯　　凜
りん

　議員

質問　選挙権の年齢
が18歳まで引き下げ
られたが、19歳以下
の投票率は。また、
投票率を上げる手立てはあるのか。
答弁　2016年の参議院選挙におい
て、18歳、19歳の投票率は28．15％
であった。投票率を上げる手段と
して、投票方法の周知や学校で模
擬投票を行っている。

篠
し の だ

田　優
ゆ う と

音　議員
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住民の声
Vol.47 　また、活動の中心である、中蒲生老人クラブ

　（福寿会）は活発です。公民館活動での演芸会
に積極的に取り組み毎月３回練習をする等、み
んなでやれることを合言葉に活動をしています。
自治会婦人会、老人会とも全員が世話人です。
　また、大切なことは高齢者の健康を思い食事
会、健康体操、思いやりゲーム等、全員で協力
しあえる体制づくりを行っています。地域、学
校とコミュニケーションの輪を広げて希望にあ
ふれ、生きがいのある住んで良かった住みたく
なる街づくりを念願するところです。

　「今、でしょう！
　高齢者のパワーで、
　町おこしを！」　
中　 江　　 正
（中蒲生自治会　会長）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
末
に
住
民
の
方
よ
り

議
会
だ
よ
り
の
な
か
で
の

予
算
報
告
に
つ
い
て
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
予
算
に
な

る
の
か
と
の
指
摘
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
な
る
ほ
ど
と
理
解
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会

で
の
議
決
や
議
員
の
質

問
、
執
行
部
の
答
弁
を
皆

様
に
報
告
し
ま
す
が
、
紙

面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
誤

解
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
を
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

は
、
皆
様
に
分
か
り
や
す

い
紙
面
を
作
る
た
め
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
質
問
等
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

谷　

康
男　
記

編

集

後

記

議 会 日 誌

■発行　小豆島町議会　■編集　小豆島町議会広報編集特別委員会
〒761−4388　香川県小豆郡小豆島町池田2100−4　TEL（0879）75−1100　FAX（0879）75−0108
E-mail  olive-gikai@town.shodoshima.lg.jp

本紙に対する
お問い合わせは

　

あ
ず
き
♪
島
っ
子
合
唱
団
は
、

２
０
１
５
年
春
に
誕
生
し
た
、

歌
の
大
好
き
な
小
豆
島
の
子
ど

も
た
ち
の
合
唱
団
で
す
。

　

幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、

男
の
子
も
女
の
子
も
一
緒
に
な

っ
て
、
楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
指
導
く
だ
さ
る
の
は
、
毎

回
高
松
か
ら
海
を
渡
っ
て
き
て

く
だ
さ
る
前
田
昭
和
先
生
。
四

国
二
期
会
の
会
員
で
あ
り
、
毎

年
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
に
出
演
さ

れ
て
い
る
先
生
の
声
は
と
っ
て

も
素
敵
で
す
。
大
き
な
体
で
熱

血
指
導
、
楽
し
く
、
時
に
は
厳

し
く
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
る
と

い
う
こ
と
と
は
何
ぞ
や
！
と
い

う
姿
勢
か
ら
ご
指
導
く
だ
さ
い

ま
す
。

　

み
ん
な
で
歌
う
っ
て
楽
し
い
！

上
手
に
な
る
っ
て
う
れ
し
い
！

い
ろ
ん
な
人
に
聴
い
て
も
ら
う

っ
て
わ
く
わ
く
す
る
！
そ
ん
な

経
験
を
、
子
ど
も
も
保
護
者
も

た
く
さ
ん
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
歌
う

機
会
を
い
た
だ
き
、
今
年
は

　中蒲生自治会は67世帯、人口約150人、５組
に分担し地域活動を行っています。
　蒲生地区は、子どもセンターや新設小豆島中
央高校があり、毎日、活気づいた生徒の声がし
ます。おかげで、文化的な利便性のある豊かな
町に変わってきました。
　しかしながら現在、少子高齢化社会が進み、
自治会では役員の後継者が出来ない悩みもある
なか、各種団体の活動は地域ぐるみで、１つに
なって協力し合ってすべての事業に取り組んで
いるところです。
　蒲生公民館活動の様々な取組は地域全体の
　「和」になっています。

　
「
第
６
回
小
豆
島
合
唱
祭
」

　

３
月
４
日
㈰
13
時
30
分

　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
も
挑
戦
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
見
に
き

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
あ

ず
き
っ
子
た
ち
、
今
後
も
仲
間

を
大
募
集
中
で
す
。

会
長　

山
本　

真
由
美

問
い
合
わ
せ
先

　

せ
い
け
ん
じ
こ
ど
も
園

　

☎
82
︱

４
２
２
８

　あ
ず
き
♪島

っ
子
合
唱
団

蒲生地区演芸大会の様子

次
回
定
例
会
の
予
定
は　

２
月
下
旬　
で
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
小
豆
島
町
議
会
に
政
務
活
動
費
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（　
　
　
　
　
　

）


